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に
つ
い
て
語
れ
る
こ
と
な

ど
と
く
少
ない
の
だ
が、

先
般、
雑
誌
『
諸
君
！』

（
文
聾
春秋）
が
七
月
号

と
八
月
号
で
「
進
駐
車

（
G
H
Q）
が
やっ
て
来

た
！
8
0人
の
証
言」
と

い
う特
集
を
組
み、
私
も

寄
稿
を
求
め
ら
れ
た
の

で、

同総
八
月
号
に
「
進

駐
m
と『
ケ
リ
1
旋
風』」

と
幽す
る
小

文を執節
し

た。終
戦
を
境
に、
そ
れ
ま

で
使っ
て
い
た
教
科
部

（
続
本）

を担在

の先生

の指
示
で
真っ
黒
に
塗
り

つ
ぶ
し
た、
い
わ
ゆ
る
盛

塗り
山
代
と
し
て
の
松
本

す
£
ま
れ
rh
t
 

ー中
嶋
嶺
雄

毎
年、
広
島・
長
崎
の

原似
忌
を
過
ぎ、
八
月
十

五
日
の
終
戦
記
念
日
が
巡

っ
て
く
る
聞
に
与
る
と、

峨
争中
の
こ
と
や
販
制
的

後
の
こ
と
が、
政
め
て
忽

い
起
と
さ
れ
る。

と
は
いっ
て
も、
終
戦

を
国
民
学
校三
年生
で
担

え、
幸
い
に
し
て
信州
は

峨
火を
免
れ
た
乙
と
も
あ

っ
て、
払
が
胸中・
戦
後

リ
レ
ー
コ
ラ
ム

市立
源
油
国
民
学
校
（
現

在
の
源池
小
学
校）
で
の

体
験
や、
当
時
の
松
本
市

へ
は
昭
和二
十
年
の
十
月

初
め
に二
百
人
ば
か
り
の

進
駐
軍
が
やっ
て
来
てジ

ー
ブ
で
制手
通
り
な
ど
に

繰
り
出
し
て
は
ガ
ム
やチ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
ば
ら
まい

てい
た
光
良
に
触
れ、
翌

昭
和二
十一

年六
月
頃、

川宜
野
県
の
教
育
を
指
将
監

向
す
る
進
駐
部
軍
政
部
の

ウィ
リ
ア
ム・
ケ
リ
l
教

育
宮が
源
池
小
学
校
を
視

察
に
来
た
と
き
の
払
の
印

象を白
い
て、
こ
う
結
ん

だ
の
で
あっ
た。

「
こ
の
ケ
リ
l
教
育
官

こ
そ、
信
州
の
教
育
界
に

ま
だ
テ
ネ
シ
ー
大
学
に
在

学
中
の
大
学
生
で、
ア
メ

リ
カ
版
の
学
徒
動
員兵
で

あっ
た
こ
と
を、
私
は
後

に
なっ
て
知っ
た。
」

こ
の
小
文
が、
窓
外
に

多
く
の
反
踏
を
呼
ん
だ
の

「
ケ
リ
！
旋
風」

の

残
影

い
わ
ゆ
る
『
ケ
リ
l
旋

風』

を巻き
起こ
し
て、

軍
国
主
戦
教
育
の一
掃
か

ら一
転
し
て
金
問
に
広
が

る
レッ
ド・
パ
ージ
に
火

を
つ
け
た
占
前期
進
駐
諮

の
象
徴的

な人物
であっ

た。
ケ
リ
l
氏
は、

当時

に
は
い
さ
さ
か
飽
い
た

が、

町校
の
源
地
小
学
校

で
は
校
ほ
の
今
村
賀
泰
先

生
がニ
子l
ズ・
レ
タ
ー

『
源
仙
の
森』
に
紹
介
し

て－
よじっ
たり
反
協
の
な

か
で、
と
くに
印
象
深
か

っ
た
の
は
東京・
足
立R一

在
住
空
巾
川
民二
氏
か
ら

の
お
手
紙
で
あっ
た。
同

氏
は
当
時、

新制
の大
町

高
校二
年生
で
『
大
町
高

校
新
開』
を
編
集
し
て
お

り、
昭
和二
十
四
（一
九

四
九）
年二
月
の
年
度
最

終
号
で
ケ
リ
l
軍
政
官
に

イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行っ
て

紙
耐
を作っ
た
とい
う。

二
月
の窓い
口
に
良
野
市

郊
外
の
市
政
部
を三
人
で

訪
ね
た
が、
ケ
リ
l
中
間

の
印
象
は
私
と
同
様
に
大

変
な
誕百
年
で、
し
か
し

問
問
に
は
ま
と
も
に
笛－え

ず
ア
メ
リ
・刀
の
学制
に
つ

い
て々ほ
と
m
じ
た
とい

う円
「
少
年
だっ
た
わ
れ

わ
れ
に
も、
『
ケ
リ
l』

の
名
が
顕
に
あ
っ
た
の

は、

彼が
偶
州
教
育
界
で

い
か
に
敏
腕
を
ふ
るっ
て

い
た
か
の
杭
左
で
も
あ
り

ま
す」
と
市
川
氏
は
述べ

てい
る。

ケ
リ
l
氏
は
当
時二
十

七
歳
だ
っ
た
と
い
う
か

ら、

他花
な
ら
現
在
は
七

十
八
峨
であ
る。
同
氏
が

そ

の後ど
のよ
うは
人
生

航
路
を辿っ
た
の
か
に
つ

い
て
は、
私
も
知
ら
な

、、ouv（東京外国
語大
学長
H
ム

松

本市出
虫）

ラコレlJ
 

望岳山荘にて　「ケリー旋風」の残影　市民タイムス-2000.08.12


